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表 1　分野別 IF/5 年 IF の平均値と中央値（JCR 2007）
分　野（N）
IF 5年 IF
平均値 中央値 平均値 中央値
化　学（423） 2.065 1.389 2.256 1.489
工　学（690） 0.899 0.669 1.091 0.852
数　学（351） 0.788 0.625 0.943 0.733
医　学 （172） 2.965 1.466 2.908 1.471
薬　学（188） 2.754 2.140 2.879 2.212
物 理 学（281） 2.131 1.306 2.225 1.256
文献 8をもとに作成．分野によって IFおよび 5年 IFには差がある．

























あとにいったん下降し漸増している The Lancet （Lancet）と
Cell，約 30年間，同程度のインパクトファクターを保ち続
けている Proceedings of the National Academy of Sciences 














用の割合が掲載されているが， 収録誌の 80％は 20％以下
だとされている．参考までに化学分野の主要誌の自誌引用
率は，Journal of the American Chemical Society （JACS）
は 5.78％， Chemical Communicationは 5.75％， Chemical 

























図 1　主要な学術雑誌の IF 経年変化（1980-2012 年）
トムソン・ロイター社の JCRを用いて算出．値や順位は年によって変動する．
インパクトファクターの功罪







































































New England Journal of Medicine 2 2
Science 3 17
Research Papers in Economics 4 指標なし
arXiv.org 5 指標なし
The Lancet 6 16
Social Science Research Network 7 指標なし
Cell 8 10
Proc. Nat. Acad. Sci. 9 138
Nature Genetics 10 15
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